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解 説 

江戸時代の後半になると、庶民の間で旅行ブームが巻き起こりました。その背景として

は、戦乱もなく安定した時代になったこと、五街道など交通の整備が進み、各地で宿場町

が形成されていったことなどが挙げられます。旅行先は寺社や名所・温泉などが人気でし

たが、特に伊勢神宮を参詣する伊勢参りは庶民のあこがれでした。彼らは村ごとに「伊勢講
い せ こ う

」

という団体をつくって旅費を積み立て、くじで代表を選んで交代で参詣しました。 

伊勢参りに関しては、各地から民衆が集団参詣する「お蔭参り」が一定の周期で起こり

ました。例えば、1830 年には約 430 万人が参加したとされます。参宮者には道中、食物

などの施行がなされ、のちには頭に笠、手に柄杓
ひ し ゃ く

というお蔭参りの装束が一般化しました。

奉公人や子どもが、通行手形をもたず無断で参加する「抜け参り」もみられました。 

福井とのかかわり 

江戸時代の福井の人々にとって、伊勢神宮への参詣とならんで人気があったのが京都の

東・西本願寺への参詣でした。越前は浄土真宗の信者が多かったこともあり、生涯に一度

は訪れるべきとする考え方が強かったと考えられています。 

ほかには信州の善光寺、天台宗真
し ん

盛
せ い

派の総本山近江坂本西教寺
さ い き ょ う じ

、日蓮宗総本山の甲斐身
み

延山
の ぶ さ ん

久遠寺
く お ん じ

などがあげられます。善光寺への参詣は 19 世紀に入る頃から多くなります。

純粋に宗教的な動機で出かけている場合が多く、家族で出かける事例も少しはみられます

が、一人で出かけることが多いです。日程的には少なくとも 1 か月、女性の旅だと 50 日

間は必要だったようです。 

資料の注目ポイント 

資料は「往来手形」で、いわゆる旅行許可書（パスポート）です。旅行に先がけて所属

する檀那寺に発行してもらいました。手形には旅行者の氏名・居住地・檀那寺のほか、旅

の目的などが記され、身分証明書にもなりました。 

この文書は南菅生
す ご う

浦（現福井市）に住む三左衛門の妻が信州の善光寺へ参詣するために、

檀那寺である浄土真宗高田流の称名寺
し ょ う み ょ う じ

（現在の坂井市）に発行してもらったものです。 

内容は「この人物は当寺の檀家に間違いないこと」、「諸国の関所を通してもらうこと」、

「旅先で死んだ時はその地の作法で処置してもらうこと」、「死んだ時は国元へ連絡をしな

くてもよいこと」などが書かれています。死んだ時の対応について書かれているのは、当

時の旅は長旅であり、旅行者が道中で死ぬことも実際にあったからです。 

1857年「寺請一札之事（南菅生浦三左衛門妻、善光寺参詣）」 

松田三左衛門家文書（当館蔵）デジタルアーカイブへ 

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-324749-0
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「寺請一札之事 

（南菅生浦三左衛門妻、善光寺参詣）」 

松田三左衛門家文書（当館蔵） 
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福井県文書館月替展示 
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「寺請一札之事（南菅生浦三左衛門妻、善
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